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平成２２年１１月１日 関 東 森 林 管 理 局 第 ８０号（２）

関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
木
材
の
有
効

活
用
に
向
け
た
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、

「
国
有
林
材
の
安
定
供
給
シ
ス
テ
ム
販
売
」

を
活
用
し
、
こ
れ
ま
で
林
地
に
放
置
さ
れ

て
い
た
残
材
を
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
や
製
材

工
場
の
乾
燥
施
設
の
燃
料
な
ど
に
活
用
す

る
た
め
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
試
行
的
な

販
売
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
、
昨
年
度
実
施
し
た
福
島
県

内
の
磐
城
、
福
島
、
棚
倉
森
林
管
理
署
に

加
え
白
河
支
署
の
４
署
で
取
り
組
む
こ
と

と
し
、
約
３
．
１
千
立
方
㍍
の
販
売
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
取
組
み
の
普
及
及
び
効
率
的

な
実
施
方
法
を
目
指
し
、
8
月
26
日
、
磐

城
森
林
管
理
署
に
お
い
て
、
現
地
検
討
会

を
開
催
し
約
50
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

検
討
会
で
は
、
磐
城
森
林
管
理
署
で
現

在
進
め
て
い
る
鉄
製
コ
ン
テ
ナ
を
利
用
し

た
林
地
残
材
の
集
荷
方
法
の
作
業
シ
ス
テ

ム
や
移
動
式
チ
ッ
パ
ー
に
よ
り
チ
ッ
プ
の

積
み
込
み
な
ど
を
実
演
し
、
関
係
者
（
福

島
県
、
森
林
組
合
、
林
業
事
業
体
等
）
と

の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

林
地
残
材
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
バ
イ

オ
マ
ス
燃
料
や
火
力
発
電
所
で
の
混
焼
原

料
と
し
て
、
期
待
が
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。

ま
た
、
昨
年
12
月
25
日
に
策
定
さ
れ
た

「
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
」
に
お
い
て

も
、
10
年
後
の
木
材
自
給
率
50
㌫
以
上
を

目
指
し
、
そ
の
検
討
事
項
の
中
に
も
盛
り

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
試
行
を
繰
り
返
し
つ
つ
林
地

残
材
の
有
効
活
用
に
向
け
た
効
率
的
な
作

業
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

平
成
22
年
10
月
25
日
、
群
馬
県
み
な
か

み
町
の
国
有
林
に
お
い
て
、
低
コ
ス
ト
で

壊
れ
に
く
い
路
網
の
作
設
技
術
の
向
上
と

普
及
を
目
的
と
し
た
現
地
検
討
会
（
利
根

沼
田
環
境
森
林
事
務
所
及
び
利
根
沼
田
森

林
管
理
署
主
催
）
が
、
林
業
関
係
者
58
名

が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
高
性
能
林
業
機
械
を
使
用
し

た
人
工
林
間
伐
の
伐
出
作
業
を
行
う
た
め

の
低
コ
ス
ト
で
壊
れ
に
く
い
作
業
路
網
の

作
設
に
つ
い
て
、
関
東
森
林
管
理
局
担
当

企
画
官
か
ら
の
説
明
の
後
、
講
師
を
お
願

い
し
た
四
万
林
業
協
同
組
合
岡
本
氏
に
よ

る
作
業
路
作
設
の
実
演
と
参
加
者
が
作
設

し
た
作
業
路
に
つ
い
て
指
導
が
あ
り
ま
し

た
。路

網
検
討
会
の
終
了
後
に
は
、
林
業
・

木
材
製
造
業
労
働
災
害
防
止
協
会
群
馬
県

支
部
に
よ
る
か
か
り
木
処
理
に
つ
い
て
の

実
演
指
導
、
赤
谷
森
林
環
境
保
全
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
所
長
に
よ
る
、
「
赤
谷
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て
の
説
明
を
実
施
す

る
な
ど
、
多
彩
な
内
容
で
参
加
者
か
ら
は
、

「
ま
た
、
是
非
や
っ
て
欲
し
い
」
と
の
意

見
が
出
る
な
ど
有
意
義
な
検
討
会
と
な
り

ま
し
た
。

な
お
、
本
年
度
は
15
の
署
等
に
お
い
て

約
65
㎞
の
低
コ
ス
ト
で
壊
れ
に
く
い
路
網

を
作
設
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
今
後
も

効
率
的
な
作
業
シ
ス
テ
ム
の
実
現
に
向
け

簡
易
で
丈
夫
な
路
網
整
備
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

木
材
の
有
効
活
用
へ
の
取
り
組
み

鉄製コンテナを利用した林地残材の集荷

移動式チッパーの実演

低
コ
ス
ト
で
壊
れ
に
く
い
路
網
の
普
及

現地検討会

作業路作設の実演



高
尾
森
林
セ
ン
タ
ー
は
、
年
間
利
用
者

約
２
５
０
万
人
に
及
ぶ
高
尾
山
一
帯
の
国

有
林
を
活
動
の
場
と
し
て
、
首
都
圏
を
中

心
と
し
た
国
民
の
皆
さ
ん
に
森
林
・
林
業

に
つ
い
て
の
理
解
や
知
識
の
普
及
を
図
る

た
め
、
森
林
教
室
・
体
験
林
業
等
の
各
種

イ
ベ
ン
ト
の
実
施
や
庁
舎
内
の
展
示
室
な

ど
を
利
用
し
て
森
林
の
情
報
提
供
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
に
は
、
親
子
自
然
観
察
会
な

ど
公
募
で
行
う
「
公
募
イ
ベ
ン
ト
」
と
、

小
学
校
等
か
ら
の
依
頼
に
基
づ
い
て
行
う

森
林
環
境
教
育
な
ど
の
「
依
頼
イ
ベ
ン
ト
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

10
月
は
、
屋
外
の
活
動
に
適
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
例
年
、
沢
山
の
イ

ベ
ン
ト
を
行
っ
て
お
り
、
「
公
募
イ
ベ
ン

ト
」
は
２
回
70
名
の
参
加
が
あ
り
、
「
依

頼
イ
ベ
ン
ト
」
に
つ
い
て
は
、
12
団
体
、

延
べ
６
９
９
名
に
森
林
教
室
や
職
場
体
験

学
習
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

10
月
１
日
（
金
）
に
行
っ
た
七
国
小
学

校
の
森
林
教
室
で
は
、
森
林
の
働
き
や
、

そ
の
手
入
れ
の
必
要
性
な
ど
を
説
明
し
た

後
、
間
伐
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
前
日
ま
で
の
雨
に
よ
り
歩
道

等
が
ぬ
か
る
ん
で
い
る
た
め
、
特
に
足
元

の
確
認
な
ど
を
注
意
す
る
よ
う
説
明
し
た

後
、
実
際
に
子
供
た
ち
に
鋸
で
ス
ギ
を
切
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。

子
供
達
は
、
不
安
定
な
足
場
や
斜
面
に

驚
い
て
い
ま
し
た
が
、
徐
々
に
コ
ツ
を
つ

か
み
切
り
倒
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
間
伐
し
た
木
を
森
林
ふ
れ
あ

い
館
に
運
び
、
丸
太
切
り
体
験
を
行
い
ま

し
た
。

間
伐
作
業
を
終
え
た
子
供
達
か
ら
は
、

「
急
斜
面
で
怖
か
っ
た
け
ど
面
白
か
っ
た
」

「
切
っ
た
木
は
思
っ
た
よ
り
重
か
っ
た

（
水
を
沢
山
含
ん
で
い
る
）
」
な
ど
の
感

想
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
も
イ
ベ
ン
ト
の
際
は
、
安
全
に
体

験
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
事
前
準
備
や

打
合
せ
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

10
月
７
日
（
木
）
松
ノ
木
小
学
校
の
森

林
教
室
で
は
、
「
森
林
と
水
の
関
わ
り
に

つ
い
て
」
の
講
義
を
行
い
ま
し
た
。

講
義
の
中
の
一
工
夫
と
し
て
、
依
頼
の

あ
っ
た
小
学
校
近
く
の
川
や
公
園
を
カ
メ

ラ
に
納
め
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
組
み
込

み
、
子
供
達
の
反
応
を
期
待
し
な
が
ら
話

を
始
め
ま
す
。

「
地
下
水
が
湧
き
出
て
公
園
の
池
と
な

り
、
更
に
そ
の
池
か
ら
流
れ
出
て
川
と
な

り
・
・
・
」
子
供
達
が
少
し
ザ
ワ
つ
い
て

き
ま
す
。
「
気
が
つ
く
の
が
遅
い
！
君
た

ち
の
学
校
の
そ
ば
だ
よ
！
」
と
駄
目
押
し

し
ま
す
。
こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
の
関
心

を
引
く
た
め
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
す
。

身
近
な
こ
と
か
ら
自
然
を
理
解
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
心
が
け
、
子
供
た
ち
が
学

校
に
戻
り
、
登
下
校
の
時
に
川
を
見
る
た

び
「
地
下
水
な
ん
だ
！
」
と
感
じ
て
も
ら

え
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
平

成
21
年
度
森
林
カ
レ
ッ
ジ
（
公
募
イ
ベ
ン

ト
）
の
卒
業
生
有
志
が
「
少
し
で
も
セ
ン

タ
ー
に
恩
返
し
を
し
た
い
」
と
の
趣
旨
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
立
ち
上
げ
、
子
ど

も
た
ち
の
安
全
確
保
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を

し
て
頂
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
と
も
応
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

意
義
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

11
月
は
、
地
元
の
「
も
み
じ
ま
つ
り
」

へ
の
出
展
や
「
高
尾
山
秋
の
親
子
観
察
会
」

な
ど
の
公
募
イ
ベ
ン
ト
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

ト
東
京
連
盟
か
ら
の
依
頼
イ
ベ
ン
ト
な
ど

を
行
い
ま
す
。

よ
り
多
く
の
方
々
に
森
林
の
大
切
さ
や

色
々
な
楽
し
み
方
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（３）平成２２年１１月１日 関 東 森 林 管 理 局 第 ８０号

切ったばかりの木は重たい！

公園の奥に校舎が！

間
伐
体
験
で
は

講
義
で
の
一
コ
マ

卒
業
生
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト

伐採の指導（ロープは方向を決めます）



10
月
3
日
（
日
）
、
第
34
回
全
国
育
樹

祭
が
群
馬
県
の
沼
田
市
・
川
場
村
に
ま
た

が
る
県
立
森
林
公
園
「
21
世
紀
の
森
」
で

開
か
れ
、
県
内
外
か
ら
参
加
し
た
約
６
千

人
が
森
林
を
守
り
育
て
る
こ
と
の
大
切
さ

を
再
認
識
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
朝
か
ら
霧
雨
が
舞
っ
て
い
ま

し
た
が
、
式
典
が
始
ま
る
頃
に
は
雨
も
上

が
り
、
時
折
晴
れ
間
が
覗
く
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

ご
臨
席
さ
れ
た
皇
太
子
殿
下
が
「
森
林

を
守
り
育
て
る
活
動
の
輪
が
、
こ
こ
群
馬

か
ら
全
国
へ
、
世
界
へ
広
が
り
、
そ
し
て

未
来
へ
と
継
承
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
切
に

願
い
ま
す
。
」
と
お
言
葉
を
述
べ
ら
れ
、

そ
の
後
、
12
年
前
に
現
地
で
行
わ
れ
た
植

樹
祭
で
天
皇
陛
下
が
植
え
た
ス
ギ
を
枝
打

ち
し
、
皇
后
さ
ま
が
植
え
た
ヒ
ノ
キ
に
肥

料
を
ま
か
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
森
林
保
全
な
ど
で
功
績
の

あ
っ
た
団
体
、
個
人
の
表
彰
が
行
わ
れ
、

そ
の
後
、
地
元
の
小
中
学
生
ら
に
よ
る
、

群
馬
県
の
四
季
と
自
然
と
の
共
生
を
演
じ

た
メ
イ
ン
テ
ー
マ
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
宣
言
後
、
地
元
沼
田
市
の｢

天
狗

み
こ
し｣

や｢

老
神
蛇
み
こ
し｣

な
ど
郷
土

色
溢
れ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
フ
ィ
ナ
ー

レ
を
飾
り
、
育
樹
祭
は
盛
大
に
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。

関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
利
根
沼
田
森

林
管
理
署
・
赤
谷
森
林
環
境
保
全
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
と
共
同
で
展
示
ブ
ー
ス
を
設

け
、
パ
ネ
ル
展
示
、
ス
ト
ラ
ッ
プ
づ
く
り
・

し
お
り
作
り
を
行
い
ま
し
た
。

朝
早
く
か
ら
集
ま
っ
た
参
加
者
は
、
次
々

と
局
コ
ー
ナ
ー
に
足
を
止
め
、
し
お
り
や

ス
ト
ラ
ッ
プ
づ
く
り
に
熱
心
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。
更
に
林
業
関
係
者
か
ら
は
、

イ
ベ
ン
ト
の
企
画
方
法
を
尋
ね
ら
れ
る
な

ど
、
対
応
に
追
わ
れ
た
１
日
で
し
た
。
ま

た
、
国
有
林
の
パ
ネ
ル
展
示
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
参
加
者
か
ら
の
質
問
や
国
有
林
に
対

す
る
意
見
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
機
会
を
捉
え
、
国
有
林
の

Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
る
成
果
か
、
各
コ
ー
ナ
ー

と
も
常
時
満
員
と
な
り
、
当
局
の
取
り
組

み
を
全
国
の
林
業
関
係
者
や
多
く
の
一
般

の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
く
大
変
良
い
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

（
指
導
普
及
課
）

平成２２年１１月１日 関 東 森 林 管 理 局 第 ８０号（４）

しおり作り

パネル展示と空中写真の立体視体験

式典の様子（地元沼田市の天狗みこし）



10
月
22
日(

金)

、
指
導
普
及
課
で
は
、

広
く
一
般
の
方
々
に
当
局
で
の
取
り
組
み

を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
第
2
回
国

有
林
野
事
業
見
学
会
を
、
群
馬
県
安
中
市

松
井
田
町
の
国
有
林
で
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
、

森
林
吸
収
量
を
確
保
す
る
た
め
の
間
伐
や

長
期
的
に
停
滞
し
て
い
る
林
業
の
採
算
性

の
回
復
を
図
る
た
め
、
繰
り
返
し
使
用
で

き
る
低
コ
ス
ト
で
壊
れ
に
く
い
路
網
を
整

備
し
、
作
業
効
率
の
高
い
高
性
能
林
業
機

械
を
使
用
し
て
伐
採
・
搬
出
す
る
様
子
を

見
学
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
し
た
14
名
は
、
初
め
て
見
る
林
業

機
械
に
歓
声
を
あ
げ
な
が
ら
熱
心
に
説
明

に
聞
き
入
り
、
機
械
を
操
る

若
い
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
質
問

を
し
た
り
、
伐
採
後
の
ヒ
ノ

キ
の
切
り
株
を
触
っ
て
は

「
い
い
香
り
が
す
る
」
と
森

林
と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
「
よ
く
広
葉
樹
は

い
い
っ
て
言
わ
れ
る
け
ど
、

や
っ
ぱ
り
針
葉
樹
・
広
葉
樹

が
揃
っ
て
こ
そ
森
林
よ
ね
」
等
、
当
局
が

目
指
す
針
広
混
交
林
な
ど
多
様
な
森
林
づ

く
り
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、

充
実
し
た
見
学
会
と
な
り
ま
し
た
。

昼
食
後
、
廃
線
と
な
っ
た
信
越
線
跡
を

遊
歩
道
と
し
た
「
ア
プ
ト
の
道
」
を
散
策

し
、
横
川
・
軽
井
沢
間
５
５
３
㍍
の
標
高

差
を
い
か
に
し
て
越
え
る
か
に
挑
ん
だ
先

達
の
魂
に
触
れ
た
り
、
旧
熊
ノ
平
駅
の
風

景
か
ら
作
詞
さ
れ
た
と
い
う
唱
歌
「
も
み

じ
」
の
歌
詞
か
ら
、
１
０
０
年
前
の
森
林

に
思
い
を
は
せ
る
な
ど
、
明
治
時
代
に
タ

イ
ム
ト
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
な
散
策
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

毎
回
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
事
業
見

学
会
で
す
が
、
そ
れ
に
甘
え
る
こ
と
な
く
、

今
後
も
参
加
者
の
意
見
を
取
り
入
れ
、
よ

り
わ
か
り
や
す
い
見
学
会
を
企
画
し
、
多

く
の
方
に
国
有
林
野
事
業
を
理
解
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
指
導
普
及
課
）

治
山
研
究
会
主
催
の
治
山
研
究
発
表
会

が
9
月
27
日
・
28
日
に
東
京
都
代
々
木
の

国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
各
森
林
管
理
局
、

道
府
県
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
等
が
参

加
し
ま
し
た
。

発
表
は
「
治
山
計
画
、
地
す
べ
り
の
取

組
」
「
斜
面
・
渓
流
対
策
等
の
取
組
」

「
緑
化
、
木
材
利
用
の
取
組
」
「
森
林
造

成
・
整
備
、
環
境
へ
の
配
慮
の
取
組
」
の

４
つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
別
に
計
46
課
題
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

当
局
関
係
で
は
、
「
治
山
計
画
、
地
す

べ
り
の
取
組
」
の
中
で
、
大
井
川
治
山
セ

ン
タ
ー
の
相
澤
技
術
専
門
官
、
井
上
調
査

係
長
に
よ
り
、
「
ホ
ー
キ
薙
大
規
模
崩
壊

地
の
施
工
方
針
と
実
行
に
つ
い
て
」
及
び

上
越
森
林
管
理
署
の
斎
藤
治
山
第
一
係
長

と
国
土
防
災
技
術
（
株
）
と
の
共
同
研
究

に
よ
る
「
航
空
レ
ー
ザ
ー
測
量
を
用
い
た

治
山
全
体
計
画
策
定
事
例
に
つ
い
て
」
の

２
課
題
を
発
表
し
ま
し
た
。

ま
た
、
渓
流
環
境
の
復
元
に
向
け
た
治

山
事
業
の
取
組
と
し
て
、
治
山
ダ
ム
の
中

央
部
を
撤
去
し
た
茂
倉
沢
治
山
事
業
も
パ

ネ
ル
に
よ
り
紹
介
し
ま
し
た
。

（５）平成２２年１１月１日 関 東 森 林 管 理 局 第 ８０号

発表をする相澤技術専門官

渓流環境の復元に向けたパネル展示 上越署と国土防災（株）の共同発表

低コスト路網の説明



フ
ラ
ン
ス
の
タ
イ
ヤ
メ
ー
カ
ー
「
ミ
シ
ュ

ラ
ン
」
が
発
行
す
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
ミ

シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド
」
で
最
高
ラ
ン
ク
の
三

ツ
星
を
獲
得
し
、
全
国
的
に
有
名
に
な
っ

た
高
尾
山
で
す
が
、
東
京
都
民
に
と
っ
て

は
身
近
に
行
け
る
自
然
豊
か
な
観
光
地
と

し
て
、
元
々
有
名
な
場
所
で
し
た
。

高
尾
山
は
標
高
５
９
９
㍍
、
６
０
０
年

以
上
の
歴
史
を
持
つ
真
言
宗
「
高
尾
山
薬

王
院
有
喜
寺
（
一
般
的
に
は
略
し
て
、

「
薬
王
院
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
）
」
に

よ
っ
て
長
年
管
理
さ
れ
て
き
た
信
仰
の
山

で
す
。
昭
和
42
年
に
「
明
治
の
森
・
高
尾

国
定
公
園
」
に
指
定
さ
れ
、
東
海
自
然
歩

道
の
東
側
の
出
発
点
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
山
の
森
は
東
西
に
走
る
尾
根
の
北
側

と
南
側
で
植
生
が
違
い
、
南
側
は
暖
温
帯

の
カ
シ
な
ど
の
常
緑
照
葉
樹
林
、
北
側
は

冷
温
帯
の
イ
ヌ
ブ
ナ
や
コ
ナ
ラ
な
ど
の
落

葉
広
葉
樹
林
。
そ
の
た
め
、
シ
ダ
類
も
含

め
る
と
１
５
０
０
種
類
以
上
の
植
物
が
分

布
し
て
い
ま
す
。
季
節
ご
と
に
見
所
が
あ

り
、
四
季
を
通
し
て
訪
れ
る
人
々
は
年
間

２
５
０
万
人
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
高
尾
山
域
で
の
国
有
林
は
約
１

２
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
日
本
で
最
も
人
が

訪
れ
る
国
有
林
、
と
言
っ
て
も
良
い
で
し
ょ

う
。
そ
こ
を
４
名
（
内
３
名
が
森
林
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）
の
グ
リ
ー
ン
・
サ
ポ
ー

ト
・
ス
タ
ッ
フ
（
森
林
保
護
員
）
が
年
間

を
通
し
て
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。

業
務
内
容
は
、
「
登
山
道
周
辺
の
危
険
木

の
伐
採
処
理
」
「
植
物
の
盗
掘
防
止
や
マ

ナ
ー
向
上
の
指
導
」
「
動
植
物
の
生
息
、

生
育
状
況
の
確
認
、
調
査
」
等
、
多
岐
に

渡
り
ま
す
が
、
一
番
重
要
な
の
が
一
般
ハ

イ
カ
ー
や
観
光
客
へ
の
対
応
で
す
。
ハ
イ

キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
案
内
や
相
談
、
植
物
解

説
な
ど
様
々
な
事
に
対
応
し
ま
す
。
特
に

最
近
は
「
高
尾
山
は
パ
ワ
ー
・
ス
ポ
ッ
ト
」

で
、
恋
が
成
就
さ
れ
る
場
所
と
い
う
事
に

な
っ
て
い
る
ら
し
く
、
若
い
男
女
の
数
が

増
え
ま
し
た
。
多
く
は
山
歩
き
の
知
識
を

持
っ
て
い
な
い
若
者
た
ち
で
す
。
当
然
の

よ
う
に
道
標
は
見
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
道
を

間
違
え
る
。
よ
く
あ
る
の
が
、
自
分
た
ち

は
駅
に
向
か
っ
て
帰
っ
て
い
る
つ
も
り
で
、

反
対
方
面
の
道
を
歩
き
出
す
ケ
ー
ス
。
夏

期
な
ら
良
い
が
日
没
が
早
い
冬
な
ら
命
に

か
か
わ
り
ま
す
。
そ
こ
で
秋
か
ら
冬
の
時

期
の
土
、
日
、
休
日
の
午
後
は
高
尾
山
頂

下
で
待
機
し
、
迷
っ
て
い
そ
う
な
観
光
客

（
だ
い
た
い
服
装
で
分
か
り
ま
す
）
に
声

を
掛
け
、
行
き
先
を
確
認
す
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
ま
た
午
後
３
時
を
過
ぎ
る
と

ハ
イ
カ
ー
に
も
声
を
掛
け
、
装
備
を
確
か

め
た
り
、
安
全
に
下
れ
る
コ
ー
ス
を
指
導

し
た
り
も
し
ま
す
。

高
尾
山
国
有
林
は
、
平
成
18
年
か
ら
３

年
掛
け
て
行
わ
れ
た
高
尾
山
～
小
仏
城
山

間
の
メ
イ
ン
ル
ー
ト
で
の
大
規
模
な
間
伐

で
、
景
観
が
良
く
な
り
、
益
々
多
く
の
ハ

イ
カ
ー
に
歩
か
れ
て
い
ま
す
。
我
々
も
こ

の
業
務
に
就
い
て
４
年
が
過
ぎ
、
ハ
イ
カ
ー

か
ら
声
を
掛
け
ら
れ
る
事
も
多
く
な
り
ま

し
た
。
嬉
し
い
こ
と
で
す
。

平成２２年１１月１日 関 東 森 林 管 理 局 第 ８０号（６）

秋の行楽シーズンは通勤ラッシュ並み

植物の記録も大事な仕事

「通行止めのお知らせ」チラシを配る

こんな幻想的な森を歩くこともある

」



私の勤務する表富士森林事務所は、富士山の静岡県

側、標高800㍍から3200㍍の間に扇状に広がる富士山

国有林約12,000㌶のうち、約3,700㌶が担当する国有

林（以下、「管内」という。）で、管内には日本の道

100選に選ばれた富士山スカイラインや富士登山の富

士宮ルートを含んでおり、晴れた日には万葉集におさ

められた山部赤人の和歌で有名な田子の浦が管内から

望めます。

富士山は日本を象徴する山で、国内外から多くの人々

が訪れます。特に最近では、富士山の自然を体感する

レジャーとしての利用が増加しており、今年の夏山シー

ズン（7月1日～8月31日）の登山者は、全体で30万人

を超え、管内の富士宮ルートについても8万人近くの

利用者があります。

富士登山は、もちろん頂上を極め、ご来光を浴びる

のも大きな目標ですが、富士山麓の遊歩道を利用して

の森林散策という楽しみ方もあります。管内には、い

くつもの遊歩道が整備されており、特に私のイチオシ

は、西臼塚遊歩道とその周辺の森林です。この一帯は、

ブナ・ヒメシャラ・カエデ類といった自然の森から、

ウラジロモミ・ヒノキといった人の手で育てた森まで

多様な森林で形成されており、また、過去に富士山麓

で噴火した跡地も見ることができる盛りだくさんの内

容となっています。

業務面では、現在、「第４次富士森林計画の樹立・

策定」という今後五年間の森づくりの方針を決定する

作業を進めているところですが、その一環として管内

の状況を把握する中で、全域にわたってニホンジカに

よる被害が目立ち始めたことが非常に気がかりです。

富士山周辺のシカは、平成18年度に静岡県が実施し

た調査によると約１万頭生息していると推定されてお

り、現状においてはその数が減少する要因も見あた

らないため、今後もニホンジカによる被害が拡大し

ていくことが懸念されます。当事務所では、ニホン

ジカの被害対策として、木の幹に保護資材を巻くな

ど対応しているところですが十分ではなく、被害の

拡大を防ぐために、頭数の調整といった積極的な対

策が必要だと感じています。

現在、地元の猟友会などの協力を得て、管内を含

む富士山麓南西地域において年間数百頭規模のニホ

ンジカの捕獲を行っておりますが、被害の拡大を食

い止めるまでにいたっておらず、今後は関係機関と、

より緊密な連携をとってニホンジカと共存できる富

士山の森林づくりの方法を考え、実践していきたい

と考えています。

（７）平成２２年 １１月 １日 関 東 森 林 管 理 局 第 ８０号

まつくま くにとも

シカにより被害を受けたヒノキ

シカ被害対策として設置した保護資材

管内から望む田子の浦

西臼塚遊歩道周辺の森



新潟県魚沼市にある「銀山平」一帯は、江戸時代

に発見された銀鉱山で大いに賑わった地で、わが国

屈指の水力発電ダム湖である奥只見湖のほとりにあ

り、現在はキャンプ場やペンションが釣客や観光客

を迎えます。

この銀山平から南方に直線で約15㎞の山深いとこ

ろに位置する「平ヶ岳」（標高2,141㍍）は、新潟県
ひ ら が た け

と群馬県の県境にあり、山頂が平らな独特の山容を

呈しています。池塘の広がる草原とお花畑はまさに
ち と う

雲上の楽園です。

登山口は、只見川沿いの鷹ノ巣集落にありますが、

アプローチが長く、登りで約6時間を要します。頂上

手前の池ノ岳には姫ノ池など無数の池塘が点在し、

その光景は圧巻です。ここから見る平ヶ岳は雄大で

素晴らしく、苦労して来て良かったと思える瞬間で

す。

池ノ岳からは木道歩きとなり、程なく着く頂上は

一面広大な草・湿原となっています。頂上からの眺

めも素晴らしく燧ケ岳、会津駒ケ岳、日光白根山な
ひうち

どの山々が見られ、天候がよければ北アルプスや富

士山も眺められるといわれています。

また、頂上から30分程のところには玉子石とよば

れている大きな岩の上に丸い岩が乗ったような形の

奇岩があります。

中越森林管理署は、平成元年に、この自然豊かな平ヶ岳周

辺の国有林を、自然環境の維持、動植物の保護、遺伝資源の

保存や学術研究などを目的として、「利根川源流部・燧ケ岳

周辺森林生態系保護地域」に指定（新潟県8,432㌶）し、貴

重な動植物の保護を始めとした自然豊かな森林の保全に取り

組んでいます。

是非、雄大な湿原をもつ、風光明媚な平ヶ岳登山に挑戦し

てみてはいかがでしょうか。きっとご満足いただける山です。

（中越森林管理署広報広聴連絡官）

池ノ岳から玉子石へ向かう

平成２２年 １１月 １日 関 東 森 林 管 理 局 第 ８０号（８）

ひ ら が た け

玉子石

発

行

所

関

東

森

林

管

理

局

編

集

総

務

課

■

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
２
７
）
２
１
０
‐
１
１
５
８

■

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
２
７
）
２
１
０
‐
１
１
５
９

実

施

日

平
成
22
年
12
月
4
日
（
土
曜
日
）

実
施
場
所

八
王
子
市
高
尾
町

高
尾
山
国
有
林

（
日
影
沢
第
二
園
地

炭
焼
き
小
屋
）

募
集
人
員

30
名
（
応
募
者
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
方
法

必
ず
往
復
ハ
ガ
キ
に
て
、
イ
ベ
ン
ト

名
「
高
尾
山
で
炭
焼
き
体
験
」
及
び
参
加

者
全
員
の
①
郵
便
番
号
②
住
所
③
氏
名
④
年
令

⑤
電
話
番
号
・
返
信
面
に
宛
名
を
ご
記
入
の

う
え
、
当
セ
ン
タ
ー
『
炭
焼
体
験
係
』
ま
で

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切

平
成
22
年
11
月
18
日
（
木
）
必
着

参

加

費

５
０
０
円

（
別
途

バ
ス
代
・
往
復
大
人

４
４
０
円
小
人
２
２
０
円
）

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
せ
先

高
尾
森
林
セ
ン
タ
ー

〒
193-

0844

八
王
子
市
高
尾
町
２
４
３
８-

１

電
話
番
号
（
０
４
２
）
６
６
３-

６
６
８
９

http://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp/kanto/takao/index.htm
l

山頂と池ノ岳の間の湿原と燧ケ岳


